
2-4  風水害マイ・タイムラインを作る

ハザードマップや警戒レベルをもとに、安全に避難できる

ように見通しを持って避難計画を検討している。

① p.32 洪水ハザードマップ 二次元コード で使い住んでいる地域を確認し、「ハザードマップをチェック」に記入する。

② マイタイムラインについて知る。（風水害は安全なうちに避難ができることを再確認する。）

③ p.32-33 の警戒レベルの表とハザードマップを参考にマイタイムラインを作成する。

マイ・タイムラインとは、住民一人ひとりの防災行動計

画であり、台風などの接近による大雨によって河川の

水位が上昇する時に、自分自身がとる標準的な防

災行動を時系列的に整理し、自ら考え命を守る避

難行動のための一助とするもの。ワークシートを用いて

学習する。

参照：国土交通省「マイ・タイムライン」津波の恐ろしさをアナウンサ

ーが体感」

市町村から避難情報が出ていない場合でも、防災

気象情報を参考にしながら、適切な避難行動をとれ

るようにする。いざというとき、安全に避難行動がとれ

るよう、普段から自分が住む地域の災害リスクや避難

場所、安全な避難経路などを確認しておく。

参照：厚生労働省「避難所生活で健康に過ごすため、以下の点に
ご注意ください」

●アンダーパス

主に市街地では、前後区間と比べて急激に道路の高さが低くなっている区間が多数あり、こ

の区間を「アンダーパス」と呼んでいて、全国では約3,700カ所(R4.3末時点）が存在します

。特にアンダーパスに設置した排水ポンプの能力を超える大雨となった場合、アンダーパスに水

がたまってしまいます。そこで、排水能力を超える雨が降った場合に、アンダーパス部の冠水に

よる事前通行規制の実施と道路利用者への情報提供を行っています。

参照：国土交通省～道路における豪雨対策～

●ハザードマップをチェックしよう

「ハザードマップ」とは

自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する

目的で、被災想定区域や避難場所・避難経路など

の防災関係施設の位置などを表示した地図。

参照：国土交通省国土地理院「ハザードマップ」

1. 住んでいる場所が想定区域に当てはまる場合は
□（四角）に✓（チェック）を入れる。

2. 住んでいる場所に洪水の危険性がある場合は
川の名前と想定最大規模の浸水深を記入する

●とるべき避難行動を考えよう

「垂直避難」

急激な降雨や浸水により屋外での歩行などが危険な

状態になった場合は、自宅や隣接建物の2階などへ

緊急的に一時避難し、救助を待つことも選択肢とし

て考えられるべきである。

参照：内閣府防災情報～避難に関する国の指導等

「水平避難」

その場を立ち退いて近隣の安全を確保できる場所に

一時的に移動することをさす。

参照：国土交通省～避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイ
ドライン（平成26年9月、内閣府）

避難の判断によって、生死が分かれる場合があるとい

うことを覚えておく。避難するかしないかは人任せにせ

ず、ラジオ・テレビや行政などからの情報、自分の感覚

などで確かめた情報をもとにして判断することが大切。

参照：交通省「水災害からの避難訓練ガイドブック」

●警戒レベル

家の外にいる場合、むやみに帰宅や移動せずに近くの

安全な場所へとどまる。警戒レベルが高くなるほど避難

が難しくなるので、早い段階での避難を心がける。

（以下のサイトには、「正常性バイアス」や「同調性バ

イアス」に陥っていることがわかる被災者の証言が書か

れている。)

参照：広島県 「私たちはなぜうまく避難できないのだろう」

●登校前

学校で登校に関する決まり事があれば確認しておく。

●洪水ハザードマップ

洪水ハザードマップで自分が住んでいる地域の確認をし、マイ・タイムラインの作成に役立てる。

マップ上でぎりぎり想定区域でなかった場合も、「もしかしたら想定を超えるかもしれない」という

気持ちで計画を立てる。

指導のポイント指導のポイント
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https://hamakko-bousai.yokohama/educational_animation/manual/download2025.html
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